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【 ご家族の安否確認の備え 】 

 

 ふだんから、自宅・学校・職場の近くや通勤通学途中にある避難所の場所を家族で確認し、

共有しておきましょう。避難所の場所は、各市で作成しているハザードマップで確認できま

す。 

 また、家族で安否確認の方法を話し合い、災害用伝言ダイヤルや災害用伝言サービス、グ

ループＬＩＮＥなど安否確認方法の練習をしましょう。 

 

【 新たな防災気象情報 】 
 

 ８月１３日、線状降水帯による大雨で、千葉市で初めて「レベル５大雨特別警報」「レベル

５土砂災害特別警報」が発表され、千葉市から【警戒レベル５】特別警報に係る避難指示や

緊急安全確保が発令されました。 

 大雨の影響で鉄道の運休が相次ぎ、平和交通バスも運休、千葉市内では 22,000 軒以上の 

停電が発生しました。 

 今年５月２９日から、気象の警報などが大きく変わり、警報・注意報の情報名に「レベル」

が付き、例えば、「大雨警報」は「レベル３大雨警報」となりました。これは、避難情報の 

５段階の警戒レベルの「警戒レベル３に相当する」ことを示しています。 

 これにより、千葉市から「警戒レベル４避難指示」や「警戒レベル３高齢者等避難」が 

出されなくとも、避難の判断がしやすくなりました。 

 スカイタウンは水害に対し安全な場所ですが、令和元年房総半島台風の際のような、  

突風・竜巻等による飛来物による被害や、送電線の被害による停電やそれに伴う断水が発生

する恐れがありますので、防災気象情報をみて備えることが大切です。 

 スカイタウンは「在宅避難」が基本です。風水害への備えは、地震への備えがそのまま 

有効です。 

 


